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主な内容

市民の地道な活動の積み重ね
が、エコミュージアムの先駆
的事例として、国内外から注
目されるようになっています。

いよいよ開幕！
平成27年度の「企画展」
のスケジュールをご紹介
します！

ちがさき丸ごと
博物館事業のあゆみ

企画展「期間限定！丸博
センターへようこそ！」

❶面 ❷面

ちがさき丸ごと博物館へようこそ！

家から駅まで、毎日同じ通勤路。
今日も近くのスーパーまで、夕食の買い出し。
線路の向こう側なんて、もう数年行っていない。
昔からの知った顔以外、
このまちのひとたちとしゃべっていない。

いつもとちょっと違う道を歩いてみる。
もうちょっと先の、野菜の直売所までペダルをこいでみる。
踏切を越えるバスに乗り込んでみる。
そこで会ったひとと、あいさつしてみる。

同じ景色が変わって見える。
縦に横に、過去に未来に、深く目新しく、つながっていく。
眠っていた思い出が、まちの記憶が掘り出される。
ここに今があって、そして明日があることに気づき、
ちょっと胸が高鳴る。

知って、巡って、気づいて、交流する、
「ちがさき丸ごとふるさと発見博物館」へ、
ようこそ。

ちがさき丸ごとふるさと発見博物館とは、茅ヶ崎市全域を
建物のない博物館と見立て、文化、歴史、自然、産業、商業、
公共施設、人材等を幅広く抽出し（これらを都市資源と呼ぶ
ことにしました）、調査・研究し、それぞれが有する意味や
魅力を整理して広く周知する一方、相互に関連づけて活用
を図る「茅ヶ崎のエコミュージアム事業」です。

　愛称は「ちがさき丸ごと博物館」です。
　市民と行政の協働事業推進体制のもと、市民自らが住ま
う茅ヶ崎の都市資源の価値や意味について調べ、その魅力
を発信する機会を、さまざまなかたちでつくっています。
　そのような地道で精力的な活動が評価され、国内外から
注目されるようになっています。
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ちがさき丸ごとふるさと発見博物館事業のあゆみ
平成16年度
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（2012）
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22年度（2010）
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（2014）
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（2013）

平成27年度
（2015）

本紙及びちがさき丸ごとふるさと発見博物館
事業についてのお問い合わせは…
茅ヶ崎市教育委員会社会教育課へ



日時　1月26日㈫～2月1日㈪　10時～17時
場所　市役所新庁舎�市民ふれあいプラザ

　企画展の開催に先立ち、市民ボランティアが企
画趣旨をご説明し、各階をご案内するレセプショ
ンを開催いたします。

日時　1月27日㈬19時～20時30分
　　　（開場18時30分）
定員　�20名（先着順・電話にて１月15日

㈮から事前申し込み）

【お申し込み先】
茅ヶ崎市教育委員会社会教育課
電話：0467-82-1111

【同時開催】

景観まちづくりウィーク・茅ヶ崎２
茅ヶ崎の都市・建築 ハッケン・タンケン
　市民ギャラリーで「丸博センター」の会期中、市役所新庁舎の市民ふれあいプラザでは、茅ヶ崎の都市・建
築について知ることができる「景観まちづくりウィーク・茅ヶ崎２」が開催されます！

　茅ヶ崎がますます好きになる１週間。まちの魅力を再発見したい！
　まちの将来を語りたい！まちづくりを始めたい！に応えるイベント。
　展示やワークショップ、市内各地でまち歩きツアー、「まち歩き音声ガイ
ド�茅ヶ崎」の貸し出しを展開。合わせてぜひご来場ください！

【主催】まち景まち観フォーラム・茅ヶ崎
【一部共催】茅ヶ崎市
　　　　　市民活動げんき基金補助事業
【お問い合わせ先】
まち景まち観フォーラム・茅ヶ崎
電話：090-5202-5243　　Eメール：chigasaki.urbandesign@gmail.com

▲景観まちづくりウィーク・茅ヶ崎
　（2014年10月、ラスカ茅ヶ崎で）

【事前申込制】
企画展レセプションの
ご案内

　平成27年度ちがさき丸ごとふるさと発見博物館企画展

「期間限定！丸
まるはく

博センターへようこそ！」
【会期】
平成28年1月28日㈭～2月1日㈪
9時30分～20時30分

（最終日の入館は13時まで。14時30分終了）
【会場】
茅ヶ崎市民ギャラリー４階・５階

（元町１－１　ネスパ茅ヶ崎） ※駐車場はございませんので、
　電車やバスにてご来館ください。

5階創作室BC
ちがさき丸ごと博物館講座（18講座）

・茅ヶ崎の都市資源について知ることができる、一コマ90分の講座です！
・�各回定員30名（先着順）。各講座開始の30分前から会場（市民ギャラリー5階創作室BC)で
整理券を配布します。
・�10時～11時30分、13時～14時30分、15時30分～17時、19時～20時30分の時間帯で行います。
タイムスケジュール表をご覧の上、会場へお越しください。

5階創作室A
丸ごと博物館工房
（丸博を知る16のキーワード）

4階展示室
エコミュージアムならではの
展示で茅ヶ崎を知る

　ちがさき丸ごと博物館を解説する「16のキーワード」をテーマとし
た展示とともに、市民ボランティアたちが資料作成や活動打ち合わ
せなどの日常的な活動をしている、いわば「活動の展示」（お手伝い大
歓迎！）。展示ディスプレイも市民ボランティアの手づくりです！

　市内全域を建物のない博物館に見立てた「ちが
さき丸ごと博物館」が行う、「知っているようで知
らなかった茅ヶ崎」や「さまざまな見方」を集めた、
エコミュージアムならではの展示会を実施します。

丸博センターをスタート地点に市内を巡ろう！
丸ごと博物館まち歩き（５コース）
　市内には、その地域ごとに歴史や特色を物語る場
所がたくさんあります。
　丸博センターを起点に、そうした場所をみんなで
歩く「まち歩き」に参加してみませんか？
【定員】　�各回20名（先着順・電話にて1月15日㈮から事前申し込み）
【時間】　9時45分から13時頃まで（雨天中止）
【お申し込み先】　茅ヶ崎市教育委員会社会教育課　☎0467（82）1111

ご来場にあたってのお願いごと（ちがさき丸ごと博物館企画展をたのしむためのルール）

❶「たくさん想像しましょう」
　都市資源には地面の下に埋まっている文化財や、もともと無形
のものがあります。「ただ見る」だけでは発見や感動が少ないもの
もあるでしょう。歴史など、それぞれの都市資源の背景にあるも
のや、ご自身とのつながりを想像することでたのしさが倍増します。

❷「心に余裕をもって、リラックスしましょう」
　「難しい」「自分の考えと違う」「わからない」…な
どと思っても、慌てず焦らず、いつもと違う見方
を試してみてください。ちょっとしたあそびごこ
ろが思わぬ発見を生むかも知れません。

❸「マナーを守って、学び合いましょう」
　市民ボランティアも来場者もみんなで
「住まう茅ヶ崎について、たのしんで知る」
ことを意識して、この5日間を素晴らしい
時間にしましょう。

1／28㈭ � 茅ヶ崎の別荘地めぐり　　
� 解散場所：団十郎山の碑　　案内役：茅ヶ崎文化人クラブ
1／29㈮ � 茅ヶ崎・城山三郎の散歩道　
� 解散場所：茅ヶ崎ゆかりの人物館　案内役：ちがさき丸ごとふるさと発見博物館の会
1／30㈯ � 茅ヶ崎の東海道を歩く　　
� 解散場所：小和田�熊野神社　　案内役：茅ヶ崎郷土会
1／31㈰ � 中央公園の自然～まちなかの自然を探す～　　
� 解散場所：中央公園　　案内役：岸一弘さん（景観みどり課）
2／ 1 ㈪ � 茅ヶ崎の坪井正五郎とその周辺を訪ねて　　
� 解散場所：松が丘緑地　　案内役：ちがさき丸ごとふるさと発見博物館の会

　市民ボランティアが中心となって企画・運営し、期間を限定して茅ヶ崎の魅力
を一体的に発信するキャンペーン事業である「企画展」も、今年度で4回目。
　今年度のテーマは「市民ボランティア手づくりのエコミュージアム拠点実験」！
　1年を通じて市内全域で繰り広げられている丸ごと博物館の活動を、あえて茅ヶ
崎駅前の市民ギャラリーという「箱」に集約し、ショーケース的に体感していた
だく施設、その名も「丸博センター」を、５日間限定で開設します。

▲写真は、平成24年度企画展「つな
がるちがさき」のときの様子です

時　間 1月28日㈭ 1月29日㈮ 1月30日㈯ 1月31日㈰ 2月 1日㈪

10：00～11：30
①茅ヶ崎の城山三郎
井上紀子さん（城山三
郎さん次女）

⑤茅ヶ崎の考古学
（基礎編）富永富士雄
さん（社会教育課）

⑨茅ヶ崎の社寺・彫刻
平野文明さん（文化資
料館と活動する会�民
俗行事部会）

⑬茅ヶ崎の徳川将軍
家の燈籠
長嶺敬子さん（ちがさき丸ご
とふるさと発見博物館の会）

⑰茅ヶ崎の堤貝塚
川口德治朗さん（茅ヶ
崎市教育委員会社会
教育嘱託員）

13：00～14：30
②茅ヶ崎と観光
海津ゆりえさん
（文教大学教授）

⑥茅ヶ崎の坪井正五郎
名和稔雄さん（茅ヶ崎
文化人クラブ）

⑩茅ヶ崎の南湖みんなで
やんべぇよ　小又学さん
（南湖やんべぇよ会）今井
豊さん（西浜サービス会）

⑭茅ヶ崎と子育て
市川歩さん（NPO法人
湘南スタイル）

⑱茅ヶ崎の下寺尾官
衙遺跡群
大村浩司さん（社会
教育課）

15：30～17：00
③茅ヶ崎の公民館活動
熊谷健太さん（松林
公民館）ほか

⑦茅ヶ崎の民俗
（基礎編）須藤格さん
（文化資料館）

⑪茅ヶ崎の歴史
（基礎編）平山孝通さん
（文化生涯学習課）

⑮茅ヶ崎の自然史
（基礎編）岸一弘さん
（景観みどり課） 終了

閉館
19：00～20：30

④茅ヶ崎の相模湾
大島光春さん（神奈川
県立生命の星・地球
博物館�主任学芸員）

⑧茅ヶ崎と自転車
原俊一さん（ちがさき
サイクルライフ研究会）

⑫茅ヶ崎の田んぼと
環境
鈴木國臣さん
（三翠会）

⑯ちがさき丸ごと博
物館の「今」
大原一興さん（横浜国
立大学大学院教授）

※講師、内容等予定は、予告なく変更になる場合があります。

この用紙は古紙を含んでいます 最新の情報は、ちがさき丸ごとふるさと発見博物館公式ホームページからご確認ください。
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